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１．背景
ポーラス金属は内部に意図的に空孔を設けた軽量金属で、代表的

 
なものに発泡アルミニウムであるALPORASがあり、衝撃吸収材料と

 
して航空機や自動車の構造部材への利用が検討されている。しかし

 
ながら、ALPORASはひずみ速度感受性指数（m値）が極めて低いた

 
め、変形速度が増加しても変形応力はほとんど増加しない。m値が高

 
い材料として、超塑性材料が挙げられるが、そのポーラス化に関する

 
研究はほとんど行われていない。
２．目的
典型的な超塑性材料であるZn-22Al合金を用いて鋳造法によりポー

 
ラス金属を作製し、その機械的性質を調べる。
３．実験方法

Zn-22Al合金を溶融させた後、水素化チタン粉末を添加し、発泡させ

 
た。得られた発泡体を15×15×22.5mmの直方体形状の試験片に切

 
り出し、適切な熱処理を施した後、圧縮試験を行った。
４．結果
適切な発泡条件を選択することにより、図1のように最高で64%の気

 
孔率を持つポーラスZn-22Al合金を作製できた。また、その圧縮試験

 
により、図2に示すように、ALPORASより高い降伏強度とエネルギー

 
吸収量を有することがわかった。
５．結論
既存のポーラスアルミニウムよりも高強度かつエネルギー吸収に優

 
れたポーラスZn-22Al超塑性合金の作製に成功した。

図2 圧縮試験結果

図1 作製したポーラスZn-22Al合金
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